
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サイドフレームの前部における上下にそれぞれ上、下部テーブルを設け、この上部テー
ブルの下部にパンチを設けると共に下部テーブルの上部にダイを設け、前記上、下部テー
ブルの一方を上下動せしめてパンチとダイとの協動により加工すべきワークを折り曲げる
ときに、ワークの先端を位置決めするバックゲージ装置であって、複数の突き当てを左右
方向へ移動可能に備えたストレッチ部材を左右方向へ延伸して設け、このストレッチ部材
の左右両側を上下動手段により上下動可能に設け、前記ストレッチ部材の左右両側部のど
ちらかに、ストレッチ部材の上下方向への傾斜を検出する傾斜検出装置を設け、前記傾斜
検出装置は、前記ストレッチ部材の に固定されたブロック
に一端が固定された検出プレートを設けると共にこの検出プレートの先端側に、前記スト
レッチ部材の下面との距離が短くなると作動するリミットスイッチを設け、前記ストレッ
チ部材の一端側の下方への傾斜時には前記検出プレートから下方向へ離れ、前記ストレッ
チ部材の一端側の上方への傾斜時には前記検出プレートの先端側を上方向に曲げるための
第１検出部を、前記ストレッチ部材の下面に取付けた第１ブラケットに備えていることを
特徴とするバックゲージ装置。
【請求項２】
　前記ブロックと一体的に設けた第２ブラケットに、前記検出プレートの先端側の高さを
調整するための調整部材を設けたことを特徴とする請求項１記載のバックゲージ装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、パンチとダイとの協動により加工すべきワークを折り曲げるときに、ワーク
の先端を位置決めするバックゲージ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、折り曲げ装置としての例えばプレスブレーキは、立設された左右のサイドフレーム
を備えており、このサイドフレームの前部における上下にはそれぞれ上、下部テーブルが
設けられている。この上部テーブルの下部にはパンチが設けられていると共に下部テーブ
ルの上部にはダイが設けられている。そして、前記下部テーブルの後方には、前記上、下
部テーブルの一方を上下動せしめてパンチとダイとの協動により加工すべきワークを折り
曲げるときに、ワークの先端を位置決めするバックゲージ装置が設けられている。
【０００３】
このバックゲージ装置１０１は、図７に示されているように、左右方向に延伸されたスト
レッチ部材１０３を備えており、このストレッチ部材１０３の前面には左右方向に延伸さ
れたガイドレール１０５が敷設されている。このガイドレール１０５には左右方向へスラ
イド可能な複数のスライダ１０７が設けられ、この各スライダ１０７には突き当て１０９
が設けられている。
【０００４】
前記ストレッチ部材１０３の左右両側における下面にはＵ字形状からなるナット部材１１
１Ｌ、１１１Ｒが一体化されており、このナット部材１１１Ｌ、１１１Ｒには上下方向に
延伸されたボールねじ１１３Ｌ、１１３Ｒが螺合されている。このボールねじ１１３Ｌ、
１１３Ｒの下部には駆動モータ１１５Ｌ、１１５Ｒが設けられている。
【０００５】
上記構成により、駆動モータ１１５Ｌ、１１５Ｒを駆動せしめることにより、ボールねじ
１１３Ｌ、１１３Ｒが回転されることにより、ナット部材１１１Ｌ、１１１Ｒを介してス
トレッチ部材１０３が上下動される。そして、複数のスライダ１０７がガイドレール１０
５に案内されて左右方向へスライドし、突き当て１０９が移動位置決めされた後、この突
き当て１０９に加工すべきワークの先端が突き当てられる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述した従来のバックゲージ装置１０１において、ストレッチ部材１０３は左
右両側に設けられた２つの駆動モータ１１５Ｌ、１１５Ｒにより上下動されるので、故障
などにより左右の動きが同期して行われない場合、ストレッチ部材１０３が傾斜し、その
結合部分が曲がり、故障部分が広がってしまうという問題があった。
【０００７】
この発明は上述の課題を解決するためになされたもので、その目的は、ストレッチ部材が
傾斜したことを検出し、結合部分が曲がる前にストレッチ部材の動きを停止させ、故障部
分が広がることを防止するようにしたバックゲージ装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために請求項１によるこの発明のバックゲージ装置は、サイドフレ
ームの前部における上下にそれぞれ上、下部テーブルを設け、この上部テーブルの下部に
パンチを設けると共に下部テーブルの上部にダイを設け、前記上、下部テーブルの一方を
上下動せしめてパンチとダイとの協動により加工すべきワークを折り曲げるときに、ワー
クの先端を位置決めするバックゲージ装置であって、複数の突き当てを左右方向へ移動可
能に備えたストレッチ部材を左右方向へ延伸して設け、このストレッチ部材の左右両側に
上下動手段により上下動可能に設け、前記ストレッチ部材の左右両側部のどちらかに、ス
トレッチ部材の上下方向への傾斜を検出する傾斜検出装置を設け、前記傾斜検出装置は、
前記ストレッチ部材の に固定されたブロックに一端が固定
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された検出プレートを設けると共にこの検出プレートの先端側に、前記ストレッチ部材の
下面との距離が短くなると作動するリミットスイッチを設け、前記ストレッチ部材の一端
側の下方への傾斜時には前記検出プレートから下方向へ離れ、前記ストレッチ部材の一端
側の上方への傾斜時には前記検出プレートの先端側を上方向に曲げるための第１検出部を
、前記ストレッチ部材の下面に取付けた第１ブラケットに備えていることを特徴とするも
のである。
【０００９】
したがって、ストレッチ部材の左右両側に設けられた上下動手段によりストレッチ部材が
上下動されたときに、ストレッチ部材の左右両側のどちらかに設けられた傾斜検出装置に
よりストレッチ部材の上下方向への傾斜が検出される。
【００１０】
而して、ストレッチ部材の上下方向への傾斜が検出されると、結合部分が曲がる前にスト
レッチ部材の動きが停止され、故障部分が広がることが防止される。
【００１２】
　 ストレッチ部材 が下方へ傾斜すると、検出プレートの他端に設けられ
たリミットスイッチが作動し、ストレッチ部材 が下方へ傾斜されたことが検出さ
れる。また、ストレッチ部材 が上方へ傾斜すると、検出プレートが上方へたわみ
、検出プレートの他端に設けられたリミットスイッチが作動し、ストレッチ部材
が上方へ傾斜されたことが検出される。
【００１３】
而して、ストレッチ部材の上下方向への傾斜が検出されると、結合部分が曲がる前にスト
レッチ部材の動きが停止され、故障部分が広がることが防止される。
【００１４】
　請求項 によるこの発明のバックゲージ装置は 第２ブ
ラケットに 前記検出プレートの 高さを調整する 調整部材を ことを
特徴とするものである。
【００１５】
　したがって、 高さが調整される。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
図４を参照するに、折り曲げ装置としての例えばプレスブレーキ１は立設された左右一対
のサイドフレーム３を備えており、このサイドフレーム３の前部における下部（図４にお
いて右側面下部）には、例えば下部テーブル５が固定して設けられていると共に前記サイ
ドフレーム３の前部における上部部（図４において右側面上部）には、例えば上部テーブ
ル７が油圧シリンダ９により上下動自在に設けられている。前記下部テーブル５の上端に
はダイ装着部材１１を介してダイＤが取り付けられており、前記上部テーブル７の下端に
はダイＤに対向するパンチＰがパンチホルダ１３を介して取り付けられている。
【００１８】
前記ダイＤの後方（図４において左側）には折り曲げるワークＷを突き当てて曲げ位置を
決定するバックゲージ装置１５が設けられている。
【００１９】
　このバックゲージ装置１５は図３を併せて参照するに、左右（図３において左右方向、
図４において紙面に対して直交する方向）一対のＬ軸部材１７Ｌ、１７Ｒが前後方向（図
４において左右方向）へ移動自在に設けられており、このＬ軸部材１７Ｌ、１７Ｒとの間
には左右方向（図３において）へストレッチ部材１９が延伸して設けられている。図３に
おいて、前記Ｌ軸部材１７Ｌ、１７Ｒ上には駆動モータ２１Ｌ、２１Ｒが設けられており
、この駆動モータ２１Ｌ、２１Ｒには上下方向へ延伸したボールねじ２３Ｌ、２３Ｒが連
結されている。このボールねじ２３Ｌ、２３Ｒには前記ストレッチ部材１９の左右両側に
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おける下面に取り付けられた例えばＵ字形状の 、２５Ｒが螺合されてい
る。
【００２０】
　上記構成により、駆動モータ２１Ｌ、２１Ｒを同期して駆動せしめてボールねじ２３Ｌ
、２３Ｒを回転させることにより、 、２５Ｒを介してストレッチ部材１
９が上下動されることになる。
【００２１】
前記ストレッチ部材１９の前面には左右方向へ延伸したガイドレール２７が敷設されてお
り、このガイドレール２７には複数のスライダ２９Ｌ、２９Ｒがスライド可能に設けられ
ている。このスライダ２９Ｌ、２９Ｒには突き当て３１Ｌ、３１Ｒが設けられている。前
記サイドフレーム３の側壁にはプレスブレーキ１を制御せしめる制御装置３２が設けられ
ている。
【００２２】
上記構成により、スライダ２９Ｌ、２９Ｒがガイドレール２７に案内されて左右方向へ移
動位置決めされる。この移動位置決めされたスライダ２９Ｌ、２９Ｒに設けられている突
き当て３１Ｌ、３１Ｒに加工すべきワークＷの先端を突き当てることによりワークＷの曲
げ位置が決定されることになる。
【００２３】
　図１および図２に示されているように、ストレッチ部材１９の例えば右側部の下部には
、ストレッチ部材１９が上下方向に傾斜したことを検出する傾斜検出装置３３が設けられ
ている。この傾斜検出装置３３としては、前記ストレッチ部材１９の下面に例えばＬ字形
状の第１ブラケット３５がボルト３７で取り付けられている。そして、第１ブラケット３
５の図１において右端部には第１検出部３９が設けられており、この第１検出部３９の下
部にはねじ部３９Ａが形成されていて、このねじ部３９Ａにはナット４１が螺合されてい
る。このねじ部３９Ａとナット４１とで第１検出部３９の上下方向の高さを調整できるよ
うになっている。
　また、 前記ストレッチ部材１９の下方部にあって、前記

Ｕ字形状の第２ブラケット４３が固定されている。この第２ブラケット４３の
一端（図１において左端）内にはブロック４５が で固定されている。前記ブロ
ック４５上には検出プレート４９の一端（図１において左端）がボルト５１で固定されて
いる。しかも、検出プレート４９には長穴５３が形成されていて、この長穴５３には前記
第１ブラケット３５の垂直部が挿入されている。前記検出プレートの他端（図１において
右端）にはリミットスイッチ５５が設けられている。また、 ブ
ロック４５と第２ブラケット４３は 同じナット部材２５Ｒに

固定されており、前記第２ブラケット４３の図１において右側内には前記検出プレー
ト４９の高さを調整する調整部材５７が設けられている。この調整部材５７の下部にはね
じ部５７Ａが形成されていて、このねじ部５７Ａにはナット５９が螺合されている。この
ねじ部５７Ａとナット５９とで検出プレート４９の上下方向の高さを調整できるようにな
っている。
【００２４】
　上記構成により、ストレッチ部材１９が図５に示されているように、下方へ傾斜すると
、ストレッチ部材１９とブロック４５、ストレッチ部材１９と第２ブラケット４３が同じ
ように近づき距離Ｃは小さくなり検出プレート４９の先端とストレッチ部材１９との間の
距離Ａが設定された距離より短くなるのでリミットスイッチ５５が作動し、ストレッチ部
材１９が傾斜したことを検出でき、ストレッチ部材１９を停止させる。

【００２５】
　また、ストレッチ部材１９が図６に示されているように、上方へ傾斜すると、ストレッ
チ部材１９とブロック４５が離れ距離Ｃは大きくなり第１ブラケット３５がストレッチ部
材１９と一緒に上方へ持ち上げられるが、第１検出部３９の上面とストレッチ部材１９と
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ナット部材２５Ｌ

図２に示すように、 ナット部材
２５Ｒには

ボルト４７

図２より明らかなように、
上下動手段としての ボルト２

５で

このとき、第１検
出部３９は前記検出プレート４９から下方向へ離れるものである。



の間の距離Ｂは変化せず、 検出
プレート４９の先端が 曲がり、距離Ａが設定された距離より
短くなるのでリミットスイッチ５５が作動し、ストレッチ部材１９が傾斜したことを検出
でき、ストレッチ部材１９を停止させる。
【００２６】
したがって、ストレッチ部材１９の上下方向への傾斜が検出されると、結合部分が曲がる
前にストレッチ部材１９の動きが停止され、故障部分が広がることを防止することができ
る。
【００２７】
また、検出プレート４９の他端側の前記第２ブラケット４３に前記検出プレート４９の高
さを調整する調整部材５７が設けられているから、検出プレート４９の高さを調整するこ
とができる。
【００２８】
なお、この発明は前述した実施の形態に限定されることなく、適宜な変更を行うことによ
りその他の態様で実施し得るものである。
【００２９】
【発明の効果】
　以上のごとき発明の実施の形態の説明から理解されるように、 によれば、ストレ
ッチ部材の左右両側に設けられた上下動手段によりストレッチ部材が上下動されたときに
、ストレッチ部材の左右両側のどちらかに設けられた傾斜検出装置によりストレッチ部材
の上下方向への傾斜が検出される。
【００３０】
而して、ストレッチ部材の上下方向への傾斜が検出されると、結合部分が曲がる前にスト
レッチ部材の動きが停止され、故障部分が広がることを防止することができる。
【００３１】
　 ストレッチ部材が下方へ傾斜すると、検出プレートの他端に設けられたリミット
スイッチが作動し、ストレッチ部材が下方へ傾斜されたことが検出される。 スト
レッチ部材が上方へ傾斜すると、検出プレートが上方へたわみ、検出プレートの他端に設
けられたリミットスイッチが作動し、ストレッチ部材が上方へ傾斜されたことが検出され
る。
【００３３】
　 検出プレートの高さを調整する調整部材が設けられているから、検出プレート
の 高さを調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図２における側面図である。
【図２】図３における II矢視部の拡大図である。
【図３】図４におけるバックゲージ装置の拡大正面図である。
【図４】この発明のバックゲージ装置を備えた折り曲げ装置としての例えばプレスブレー
キの側面図である。
【図５】バックゲージ装置におけるストレッチ部材の上下方向への傾斜が検出される作用
説明図である。
【図６】バックゲージ装置におけるストレッチ部材の上下方向への傾斜が検出される作用
説明図である。
【図７】従来のバックゲージ装置の正面図である。
【符号の説明】
１　プレスブレーキ（折り曲げ装置）
３　サイドフレーム
５　下部テーブル
７　上部テーブル
１５　バックゲージ装置
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前記第１検出部３９が検出プレート４９を持上げるので、
、図６に示すように、上方に

本発明

また、
そして、

さらに、
先端側の



１７Ｌ、１７Ｒ　Ｌ軸部材
１９　ストレッチ部材
２１Ｌ、２１Ｒ　駆動モータ
２３Ｌ、２３Ｒ　ボールねじ
２５Ｌ、２５Ｒ　ナット部材
２７　ガイドレール
２９Ｌ、２９Ｒ　スライダ
３１Ｌ、３１Ｒ　突き当て
３３　傾斜検出装置
３５　第１ブラケット
３９　第１検出部
４３　第２ブラケット
４５　ブロック
４９　検出プレート
５５　リミットスイッチ
５７　調整部材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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